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昔

懐

か

し

い

歴

代

の

「

日

本

の

万

国

博

覧

会

」

を

見

て

き

ま

し

た

。

１

９

７

０

年

の

大

阪

万

博

か

ら

２

０

０

５

年

の

愛

知

万

博

ま

で

の

、

写

真

・

図

面

等

が

展

示

さ

れ

て
い
ま
す
。

日

本

初

の

大

阪

万

博

は

１

９

７

０

年

「

人

類

の

進

歩

と

調

和

」

を

テ

ー

マ

に

、

屋
根
を
突
き
抜
け
る
岡
本
太
郎
の

太
陽
の
塔
が
設
置
さ
れ
た
お
祭
り

広
場
を
中
心
に
、
多
数
の
パ
ビ
リ

オ
ン
が
並
び
会
場
を
賑
わ
せ
て
い

ま
し
た
。

当
時
は
日
本
の
技
術
力
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
発
展
し
た
高
度
成
長

期
で
あ
り
、
多
様
な
デ
ザ
イ
ン
や

新
素
材
を
用
い
た
建
築
が
多
数
登

場
し
ま
し
た
。
鋼
管
で
の
立
体
ト

ラ
ス
構
造
の
エ
キ
ス
ポ
タ
ワ
ー
、

鉄
骨
造
で
空
間
に
展
示
室
を
浮
か

せ
た
住
友
童
話
館
や
電
力
館
、
空

気
利
用
の
二
重
膜
構
造
物
の
ド
ー

ム
型
パ
ビ
リ
オ
ン
等
、
そ
の
後
の

建
築
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。

１
９
７
５
年
の
沖
縄
国
際
海
洋

万
博
で
は

「
海
・
そ
の
望
ま
し

い
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
海
洋
資

源
の
保
護
と
活
用
を
探
る
特
別
博

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
海
に
親
し
む
」
「
海
に
生
き
る
」

「
海
に
開
く
」
「
海
を
行
く
」
の

テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
海
の
魅
力
を

紹
介
し
た
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

象
徴
的
な
存
在
の
ア
ク
ア
ポ
リ

ス
は
未
来
の
海
上
都
市
の
実
験
的

建
築
で
あ
り
、
４
本
の
浮
き
の
上

に
１
６
本
の
柱
を
立
て
甲
板
を
支

え
る
構
造
で
１
９
９
３
年
ま
で
公

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
９
８
５
年
の
つ
く
ば
万
博
で

は
「
人
間•

居
住•

環
境
と
科
学
技

術
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別
博
で
、

筑
波
研
究
学
園
都
市
で
行
わ
れ
た

科
学
技
術
に
焦
点
を
当
て
た
国
際

博
覧
会
で
す
。
特
徴
は
建
築
物
を

主
張
さ
せ
る
の
で
な
く
、
展
示
室

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク

空
間
を
介
し
た
計
画
に
あ
り
ま
す
。

展
示
や
体
験
を
通
し
て
科
学
技
術

と
人
間
・
環
境
と
の
関
り
を
実
感

し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ビ
リ
オ
ン
は

解
体
と
移
築
が
可
能
な
仮
設
建
築

と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
の
「
国
際
花
と
緑

の
博
覧
会
」
は
「
自

然
と
の
共
生
」
を
テ
ー

マ
に

屋

外

展

示

を

主
体
と
し
た
、
会
場

中
央
の
人
工
湖
「
い
の
ち
の
海
」

の
北
側
に
あ
る
「
国
際
庭
園
」
南

に
は
「
花
桟
敷
」
を
中
心
と
す
る

「
野
原
の
エ
リ
ア
」
等
々
散
策
し

な
が
ら
自
然
と
親
し
む
こ
と
が
で

き

ま

し

た

。

そ

の

他

、

「

国

際

陳

列

館

」

「

水

の

館

」

「

大

地

の

館

」

が
あ
り
ま
し
た
。

フ

ォ

リ

ー

広

場

に

配

置

し

た

１

３

の

小

建

築

「

フ

ォ

リ

ー

」

は

、

磯

崎

新

と

ア

ル

ヴ

ィ

ン

・

ボ

ヤ

ー

ス

キ

ー

の

企

画

に

よ

り

世

界

の

若

手

建

築

家

が

設

計

し

た

、

日

本

庭

園

の

あ

ず

ま

や

に

似

た

西

洋

庭

園

の

点

景

と

な

る

建

築

が

配

さ

れ

ま
し
た
。

２
０
０
５
年
の
愛
・
地
球
博
は

「
自
然
へ
の
叡
智
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
球
環
境
の
健
全
な
発
展
と
技
術

革
新
の
可
能
性
を
見
つ
め
る
博
覧

会
で
す
。
技
術
や
製
品
の
単
な
る

展
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
持
続
可

能
な
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
提

案
を
示
す
場
と
し
て
、
環
境
負
荷

へ
の
低
減
や
リ
ユ
ー
ス
の
役
割
を

担
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

主
要
エ
リ
ア
を
巡
る
高
架
型
の

回
廊
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ル
ー
プ
が
計

画
さ
れ
、
上
部
に
は
パ
ー
ゴ
ラ
が

設
置
さ
れ
軽
や
か
で
快
適
な
景
観

と

日

陰

空

間
を
創
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
会
場
に
は
ジ
ブ
リ
世
界

の
ネ
コ
バ
ス
や
魔
女
た
ち
が
迎
え

「
自
然
と
共
に
生
き
る
」
を
伝
え

て
い
ま
す
。
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国 立 近 現 代 建 築 資 料 館 に て
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２

０
２

５
大

阪

・
関

西

万

博

が

「

い
の

ち
輝

く

未
来

社

会

の

デ

ザ

イ
ン

」
を

テ

ー
マ

に

、

１

０

月
１

３
日

ま

で
開

催

さ

れ

て
い
ま
す
。

こ

の

半

世

紀

の

間

に

地

球

の

環

境

は

悪

化

し

て

お

り

、

万

博

の
テ
ー
マ
も
か
つ
て
の
「
成
長
・

発

展

」

か

ら

「

持

続

可

能

な

環

境

」

や

「

共

生

」

へ

と

変

化

し

て

い

ま

す

。

パ

ビ

リ

オ

ン

の

デ

ザ

イ

ン

も

先

進

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

系

か

ら

、

環

境

配

慮

・

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

重

視

へ

と

シ

フ

ト

し
て
い
ま
す
。

木

造

や

再

生

素

材

の

使

用

、

脱

炭

素

化

な

ど

、

見

た

目

よ

り

も

理

念

や

循

環

性

が

重

視

さ

れ

時
代
を
感
じ
ま
す
。

未

来

を

象

徴

す

る

価

値

観

も

「

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

に

よ
る
進
歩
」

か

ら

「

自

然

と

の

共

生

」

「

健

康

」

「

地

球

と

の

つ

な

が

り

」

へ
と
転
換
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

会

場

の

シ

ン

ボ

ル

大

屋

根

リ

ン
グ
は
「
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、

ひ

と

つ

」

を

基

に

設

計

さ

れ

、

日

本

の

伝

統

的

な

貫

工

法

を

応

用
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

来

場

者

の

動

線

を

円

滑

に

誘

導
す
る
と
共
に
、
風
雨
・

日

差

し

を

遮

る

滞

留

空

間

と

し

て

機

能

し

て

い

ま
す
。

未

来

を

見

つ

め

な

お

す

機

会

と

し

て

会

場

を

訪

れ

て

み

て

は

い

か

が

で
し
ょ
う
か
。

双葉町の発復興住宅視察

昨年暮れ福島第一原子力発電所の事故に伴う帰還
困難区域のうち「特定復興再生拠点区域」に指定さ

れていた双葉駅西側地区の
全 86戸の公営住宅を視察す
る機会を得ました。今まで
見た多くの復興住宅群と基
本的に違うセミコモン（半
共有空間）とランドスケー
プで構成されており道路骨
格が直線的な碁盤の目では
無く、ゴルフ場のように緩
やかなカーブを描きその中
に住棟群がばら蒔かれるよ
うに配置されているいる。
復興という厳しさや硬さが
なく心おだやか温まるので
ある。

住棟配置の特徴は玄関入
り口をもつ歩行者路地と住
棟反対側に車アクセスと車
庫をもつサービス動線に分
離配置されていることであ
る。入り口側露路には中木、
低木が巧みに配置され、京
都町家的雰囲気をもつ程よ
い演出がある。
住戸の玄関はガラス張り

のお店も開けそうな広い土
間があり、各住戸が思い思
いこだわり物をおいている。

更に感銘したのは大谷石
とおもわれる大きな靴脱ぎ
石が鎮座していることであっ
た。住まう人の尊厳を感じ
る佇まいである。
あと驚いたことに敷地端

の川沿いに野菜が植えられ
ていたこと。これは計画さ
れたクラインガルテン (家
庭菜園 )を設けたものだと
いうこと。その証拠にデザ
インされたベンチとサイン
があった。

最近は時間も経過し遠く離れていることのように
感じていたが、今回の視察により東北復興の歩み、
人知れず奮闘し続ける人たちのことを改めて気づか
されたものである。

樹木医 塚部 彰（渋谷支部支部長）

協 力 会 員 コ ー ナ ー
協 力 会 員 の 皆 様 の 紹 介 欄 で す 。 Ｐ Ｄ Ｆ 又 は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ で

お 送 り い た だ き ま し た ら こ の 欄 に 載 せ ま す 。

東北復興の静かな力に触れ

写真上から下へ:大阪万博ポスター、会場俯瞰図、大屋根リング（見上）、
ウーマンズパビリオン、電力館、イタリア館、

（写真・文章は大阪関西万国公式Ｗｅｂより一部引用しています）

写真上から:㈱ブルースタジオより全
体写真／車アクセス動線／人アクセ
ス動線／玄関土間


